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関東地方における埴輪祭式の受容

山本靖

はじめに

埴輪祭式は古墳祭祀において重要な構成要索である（註 1)。そのため埴輪研究は古墳文化研究の

なかの重要な諜題の一つといえる。埴輪祭式は吉備地方で弥生時代後期後葉に行われていた特殊器

台形土監を用いた首長の埋葬儀礼が、古墳の成立と相呼応して発展・成立したと考えられている。

そこで、 「埴輪祭式の成立」と「古墳の出現」とは重大な関わりをもっている。

関東地方においては、畿内周辺地域にくらべて埴輪祭式の受容が遅れている。これにたいして、

古墳時代後期には埴輪祭式か飛躍的に発展し、降盛を誇っている。この時其月には既に、畿内を中心と

する西日本地域では埴輪祭式が衰退している。また東北地方においても同様に衰退の傾向にあるこ

とから、関東地方は埴輪祭式、延ては特晃な古墳祭祀が行われていた地域といえよう。本稿では埴

輪祭式の受容期の様相から、この特異な地域における古墳の成立構造の解明に努めていきたい。

埴輪祭式の成立

埴輪祭式の起源の研究は、近藤義郎・春成秀爾の「埴輪の起源」に端を発している。岡山県地方

において弥生時代後期に出現し、墳墓に供献されている特殊器台形士器・壺形上器の型式学的変遷

過程（立坂型→向木見型→宮山烈→都月型）を明らかにし、 「都月型の円筒形（料台形）埴輪か弥

牛時代後期の特殊器台形士器に由来することは確実となったか、また、都月型か底をぬいた壺形J--

樅（壺形埴輪）をふくむいっぽう、朝顔形埴輪をふくまないという事実から、朝顔形埴輪は型式学

的に見て円筒形埴輪に後出し、円筒形埴輪と壺の結合の産物としてつぎの段階にあらわれることを

推定しうるようになった」としている。このことから、円筒埴輪の起源か吉備地方の弥生時代後期

の墳墓に供献された特殊器台形上器に求められることとなった。そして特殊器台形士器からの離脱

＝刑式化か顕著で、器台そのものの形象物に転化した都月型の段階を円筒埴輪の成在としている。

さらに、岡山県において特殊器台形上監から円筒埴輪への系統的な発展として辿れ、また特殊器台

形t器の分布が岡山県内に限られ、その分布の認識か将来的に変動しないという前提から円筒埴輪

の吉備発生説を唱えている（近藤・春成1967)。

その後、京都府几稲荷占墳・奈良児箸墓古墳・纏向遺跡など畿I付中枢部において僻台形円筒埴輪

か検出され（近藤・都出1971、石野他1976)、埴輪の発牛地に大きな疑間を投けかけることになった。

近藤義郎は『 [i本考古学研究序訛』に「埴輪の起隙」を再録している。その追計において、 「その

後、都月刑円筒植輪（これは都月刑料台形埴輪または特殊監台形埴輪と呼ぶほうか、よリ適切であ

る）は、岡山市浦間茶臼Ill古墳、 Iii]網浜茶臼山古墳、 Inlしつ坑古墳など岡山県ドのいくつかの削方

後円墳ないし前方後方墳から発見されたはか、余良県薯募古墳、京都府冗稲荷古墳、兵庫県権現山

51号墳にも知られるようになり、また裾部が特珠器台形七器の面影を残して外力に開き、その端部
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が立ち卜.がりをみせるものや、特殊壺形土器特有な胴部の突帯をもつ特殊壺形埴輪か、条良県の大

型前方後円墳から発見されるなど、埴輪の成立地を吉備に限るという見解は改められなけれはなら

ない。すなわち、吉備において成立展開した特殊器台形土器。特殊壺形十器か、畿内中枢部におけ

る前方後円墳の創出に当たリ象徴化・形象化されて成立した可能性が高い」と訂」ー「している（近藤

1985)。

現在の埴輪研究において、 「円筒埴輪」は「普通円筒埴輪」と「朝顔形埴輪」を含めたものとし

て把捏されている（註 2)。しかし「特殊器台形埴輪」 ・ 「器台形埴輪」 ・「特殊円筒埴輪」などと

称されているものの定義は統一性に欠けている。この相違は特殊器台形土監からの型式学的な変遷

過程のどの段階から埴輪の成立とするかという、埴輪祭式起源論そのものの再検討を迫っている。

稲村繁は「口緑部の形態、胴部の文様、透孔の配列等特殊器台の系譜を引くが、底部が円筒形に

なったもの」を特殊賠台形埴輪、 「特殊器台形埴輪の系諧をひくが、胴部の文様かなくなリ、透孔

の配列方式も単純化したもの」を特殊円筒埴輪と定義している。そして円筒埴輪とは特殊円筒埴輪・

朝顔形埴輪・将通円筒埴輪が合まれたものと捉えている（稲村1984)。

古川登は「日頚部か屈曲してたちあがる二重口縁をも」ち、「特殊器台形埴輪の特徴を残すものが

あるが、それとは規定しえないもの」を器台形埴輪、 「日頚部が二重日緑を旱さ」ないものを普通

円筒埴輪と定義している。また「都出氏が器台円筒と呼んだ、口頸部がきわめて短くーくの字状に

外反するもの」も「器台として用いられるために作られたとは考えかたい」ことから普通円筒埴栓

に合めて捉えている。さらに吉備・畿内地方で検出されている特殊器台形埴輪は特殊器台形土器と

同じ吉備地方の足守川流域の胎土が使用され（奥田他1984)、供献的に置かれた出十．状況から、特殊

器台形埴輪を特殊器台形士器の一刑式として把捏している（古川1988、叶 3)。

特殊器台形卜器から円筒埴輪への型式学的変遷過程において、最ド段（底部）が特殊器台形t器

的な有段のものから円筒状への変化、また特殊器台形士器的な文様の消失に画期か認められよう。

墳丘への樹立方法においては、最―ド段が円筒状であれは岬設され、特殊器台形□器的な場合には据
え置かれたものと考えられる。安易に動かすことができる「据え償く」という行為と、固定する「埋

岡」という行為には一•つの飛躍か存在している。また文様の消失は「弥牛時代的な文様からの脱却」

という飛躍がある。さらに複雑な文様を施文しないことによって、製作技術の単純化、製作＿T．程。

製作期間の短縮に繋る。そして大量牛崖か可能となり、墳丘への多贔配列の需要に応えることがで

きる。元稲荷古墳から器台形円筒植輪が検出されたことから、都出比呂志は円筒埴輪を将通円筒と

器台円筒とに分類し、両者を時間的前後関係としてではなく、セソト関係として理解している。そ

して「評通円筒は、多旦に配列されることを契機に発牛する」と指摘している（近藤。都出1971)。

これらのことから、多贔配列の段階を埴輪祭式の成立として捉えられよう。この仮定から、円筒埴

輪には普通円筒埴輪・陥台形埴輪。朝舶形埴輪を含めた総称として考えていきたい。しかし、これ

はあくまでも仮定てあリ、今後、改めて埴輪祭式の成立を検討し、この間題を明確にしていきたい。

2 埴輪の編年研究と関東地方における埴輪祭式受容期の設定

近藤義郎・春成秀爾の「埴輪の起源」は、その後の埴輪研究に多大な影評をりえている。なかて
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も円筒埴輪の編年研究は飛躍的な進展をみせている。

編年研究の先駆として、都出比呂志が京都府寺戸大塚古墳から検出された円筒埴輪の編年的位置

付けを行ったことがあげられる。都出は器面調整に着目して、 3段階に分類している（近藤。都出

1971)。

続いて編年研究に取り組んだのは、川西宏幸である。川西は都出と同様に器面調整に着目し、さ

らに発展させている。まず外面調整を突帯貼付面の調整（第一次外面調整）とそれ以後の調整（第

こ次外面調整）に分割し、また都出の第 2段階にあたる第二次外面調整横ハケメを「一定間隔てlt

める横ハケメ」と「止めない横ハケメ」があることに注目している。さらに器面に付着している黒

斑の有無が焼成技法の差によるものとしている。これらの点から、畿内の円筒埴輪を 4時期に区分

している（川西1973)。

初めて全国的な編年を行ったのか春成秀爾である。春成は 5期編成を行い、その 1期には都月型

を比定している（春成1977)。

改めて、川西宏幸は畿内山城地域の編年を基礎として、全国編年を試みている。先の編年案をさ

らに発展させ、器面調整・底部調亨各・タガ・スカシ孔・焼成技法（黒斑の有無）の特徴から 5期に

編年している。特に春成編年 I期の都月型段階を埴輪祭式成立以前のものとして捉えており、江R

される。さらに I~W期は副葬品の組み合わせ、 V期は伴出する須恵器の年代観によって実年代を

比定している（川西1978）。川西編年はその後の埴輪研究への影秤か強く、全国的にはその大筋か

採用されている。しかし、一方では各地域ごとの細分が必要となってきている。特に関東地方にお

いては、川西編年V期の衰退期に埴輪祭式が盛行しており、地域の研究者によって詳細な編年研究

が進められている。さらに川西編年には多くの疑間・批判が投けかけられている。例えは、橋本博

文は「 I期の埴輪の成立の問題、同廿i墳のなかでのバラエティーの解釈、古い技法の残存の問題、

埴輪生産体制のとらえ方」などに疑間を提示している（橋本1981)。都出比呂志は、焼成技法のみ

が異なるIII期と N期がある期間併存するとしたことに、「『期』が併存するということしたい、考古

学的に適切な表現ではない」と批判している。また実年代の比定の重要な根拠としている小林行雄

説（小林1965)の年代決定における手続きにも疑間を抱いている（都出1982)。

川西宏幸が山城地域の編年を基礎としているのにたいして、畿内政権の中枢部と考えられる大和

盆地内に資料を限定して編年研究を行っているのが赤塚次郎である。赤塚はIII期 8段階編年を試み、

I 期を外面調整に技法の多様性が認められる時期、 II 期を両——的な調略方式か忠実に使用される時

期、 III期をこの技法が崩壊する時期としている。さらに埴輪牛咋体制の復冗によって、この編年案

を強化している（赤塚1979)。

都出比呂心は埴輪の編年を「廿古墳から出十．した埴輪の形態や製作技法の組み合わせをもとに『古

墳埴輪様式』を設定し、この様式の新古を比較するという方法」で行っている。 「古墳埴輸様式」

の類似するものを「大様式」とし、 3つの大様式に分類している。 「A様式」は刺顔形円筒埴輪か

未成立の段階で、「壺と器台とか別々に形象された埴輪群(A1)」と「壺形埴輪のみのもの (A2)」

がある。 「B椋式」は朝顔形円筒埴輪の成立とタテ方向のハケメ技法、 「C様式」は朝顔形円筒埴

輪の型式化の進行と横方向のハケメ調整の出現を特徴としている。そして「A様式」→「B様式」
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第 1表円筒埴輪編年表
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橋本博文(1980)よリ転戴

→「C様式」と推移するものとして捉えてい

る。また横方向のハケメ調整を「円筒埴輪

に、より適合した技法」と評価している（都

出1979)。

春成・川西・赤塚・都出の編年案の対応関

係は第 1表に示されている（橋本1980年）。

川西案では朝顔形埴輪・形象埴輪が未成立な

段階が編年に加えられていない。川西は「埴

輪とは円筒埴輪と形象埴輪との総称であり、

それはあくまで実用を失った仮器の類である

と考える。したかって、かりに壺や器台が墳

丘を圃続していたとしても、形象埴輪の有無

が定かでなく、また壺を監台に載せて十器と

しての用途をなお残すものを、埴輪に包括す

るには避けておきたいと息う。それでもあえ

て埴輪に人れようとする場合には、埴輪の定義の変更からはじめなけれはならないか、ぞこまでの

変更の必要は認めていない」と見解を述べている（川西1988)。

近年、形象埴輪の編年作業も進んできている。高橋克壽が器財埴輪（高橋1988)、田中秀利I.松

木武彦が蓋形埴輪（田中1988、松木1990) 、若松良ー•が人物埴輪（オ『松他1987) について行ってい

る。

関東地方においては畿内周辺地域にくらべて、古墳の成立とともに、埴粕祭式の成立。受容か遅

れている。関東地力の埴輪祭式は川西宏幸が指摘しているように、畿内からの一方的な影讐のもと

に成訂ーし（川西1978)、独自に創出されたものではない。川西編年のIII期は、古墳の剖葬品や埴輪の

特徴から画期として捉えられている。副作品においては、碧［製品・滑石製品の減少、銅製品の消

失、さらに―：角板革綴甲胄。鋲留式甲冑の出現などがあけられる。円筒埴輪の特徴においては、内

面ケズリ調整の消失、いわゆる B種ヨコハケ (it4)。円形スカシ孔への画一化、突帯断面の稜の消

失などの変化か認められている。このことから、本稿では川西編年 I・ II期、都出編年のC様式以

前の段階を植輪祭式の受容期として捉えていく。この段階は都出比呂志。川西宏幸が古墳時代を三

期区分している前期に相当している（都出1979、川西1981・ 1988、訂 5)。

3 関東周辺地域における埴輪祭式の受容

関東周辺地域において受容期の植輪祭式は、山梨県の甲府盆地地域、静岡県の遠江地域、長野児

の善光寺平地域に確認されている。

(1) 山梨県甲府盆地における埴輪祭式の受容

山梨県甲府盆地において最古とされている古墳は中直町小平沢古墳（前｝j後方墳 •45m) である。

木棺面葬の坪袢施設で、斜緑式―ー：神―→限鏡か検出されている。出tした S字状口緑台付甕形十悩か
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第1図 中逍銚子塚古墳 (1/10)

ら4机紀中葉の築造と考えられており、埴輪祭式は認められていない。

甲府盆地では小平沢古墳に後続する中道町銚十塚古墳（前方後円墳・ 169m)において、埴輪祭式

か受容されている（橋本1980、坂本1986• 1987 ・ 1988)。中道銚十塚古墳は都出比呂志か提叫する前

方後円墳成立の 3笈素（墳丘の三段築成法、北頭位坤非、施朱密封）をすべて備えている古墳であ

る（都出1991)。また副葬品は畿内的な色彩が強く、岡山県備前車塚古墳と同霞関係にある三角緑神

人車馬鏡か存在している。検出されている植輪には、壺形埴輪、円筒埴輪（器台形埴輪・蒋通円筒

埴輪・朝頻形埴輪）、形象埴輪（団形植輪）かみられる。壺形埴輪は伊勢型ー．重Il緑壺形」器のIll~

N期の段階 (4糀紀中～後半）との類似か指摘されている。スカシ｛しは口緑部に二つ巴形 4孔、胴

部上半に円形もしくは巴形 2孔、胴部下半に小籾の巴形 l孔穿孔されている。円筒埴輪は外向こ次

調棺タテハケを仕体として、僅かにA種ヨコハケも施されている。すへて貼付突幣で、接着面積を

増加させるための投錨技法か認められる。スカシ孔は巴形。三角形・方形が、突帯間に 3孔以上穿

孔されている。岡形埴輪はくびれ部から出1・し、器面調整は円筒埴輪と同様である。器面には黒斑

か認められる。また周溝I}、]から用途小明の木製品か検出されておリ、奈良県石見追跡・京都府今用

巾塚古墳なとから出十．している形象埴輪的木製品との関連か注目される (di6)。

甲府盆地において中道銚「塚占墳のほかに、中直銚f塚古墳の前方部削面に位笛している中逍町

丸山塚古培（円墳 72m) と八代町銚十塚古墳（前方後円墳． 84m) に；，忍められている（橋本1980・

坂本1986。1988)。丸山塚占培・八代銚［塚古墳の円筒埴輪（器台形埴輪・曹岨円筒埴輪）は中追

銚［塚古培のものと器lhi調躯・スカシ孔・焼成か類似しているものの、突帯の突出度か弱い。また

突出部内面には、突魯貼付時に内側から押えたために付いた 2条のヨコナテか認められる。中逍銚

（塚古墳ては突幣部l刈面の 2条のヨコナテは］＾布にハケによって消されている。丸山塚古墳からは

松木編年第 I形式 b類に比定される益形埴輪も検出されてしヽる。丸山塚古墳・八代銚f塚古瑣の埴

輪は中直銚 j'塚古墳のものとくらべて、突帯、内面調繁に追化傾向が窺われる。中道銚 f塚古墳は

(i9 



外面調整1こA柿ヨコハケが施されていることから川西宏幸はII期に比定し、 -―次タテハケは古い特

徴の残存として捉えている（川西1988)。しかしA種ヨコハケが認められているものの二次タテハケ

にくらへて非常に客体的であることから、むしろ川西編年 I期から II期への過渡期的段階のものと

して捉えたい。そして、その特徴を翡棗承して丸山塚古墳・八代銚子塚古墳でも同様な埴輪が製作さ

れたものと想定したい。丸山塚古墳は中道銚子塚古墳に近接して築造され、八代銚子塚古墳は中道

銚『塚古墳の1/2の企画によって構築されている。このことから両者の被葬者と中道銚子塚古墳の被

作者との密接な関係が窺われ、墳丘規模から従属的な関係が推定される。

甲府盆地には中道銚子塚古墳と時期、水系を同じくして、埴輪を受容していない中道町大丸山古

墳（前方後円墳・ 99mか120m)か築造されている。埋葬施設は組合式石棺状の上に竪穴式石室か存

在する＿こ璽構造をもっている。岐阜県打越占墳。静岡県寺谷銚十塚古墳と同茫関係にある舶載口.角

緑＿□神三哄鏡と、同宜鈍の配布中枢とされる点都府椿井大塚1|」古墳と、 1方製鏡の配布中枢とされる
大阪府紫金山古墳のみで知られている竪矧板革綴短甲が検出されている。時期。墳形を同じくする

中道銚子塚古墳と人丸山古墳の間には、埴輪祭式の有無という古墳祭祀の決定的な差堤か存在して

いる。中逍銚＋塚古墳が備前車塚古墳との同笈鏡、大丸山古墳が椿井大塚山古墳・紫含山古墳のみで

検出されている竪矧板革綴知甲を副葬していることから、それぞれの首長同志の関連が想定される。

椿井大塚山古墳と備前車塚古墳は伺危鏡配布の 2大センターとされ、この違いが関連する中道銚子

塚古墳と大丸山古墳の埴輪祭式の受容に大きな影嘴を与えたものと理解することも可能であろう。

(2) 静岡県遠江地域における埴輪祭式の受容

静岡県遠江地域は、弥生時代後期後半には天竜川を境にして 2つの文化圏が存在している。天遁

川以西は畿内の七器様式との関連か深い欠山式文化圏、天竜川以東は南関東の土謡様式に繋る菊川

式文化圏てある。天砲川以西の出現期の古墳は、 4tIl：紀中葉に引佐町北岡大塚古墳（前方後｝j墳。

47m)か都田川流域に築造されている。これに併行して天竜川東岸にも磐田市小銚f塚古墳（前方

後方墳。 47m)が築かれている。続いて西岸には浜北市赤門上古墳（前万後円墳。 57m、同氾鏡出

-［）、東岸には小銚子塚古墳に隣接して磐田市寺谷銚子塚古墳（前力.後円墳。 112m、同宣鏡出士）、

ド流域には磐田市庚申塚古墳（前方後円墳。 83m) の 3基の前方後円墳か造常されている（中嶋

1990)。なかでも寺谷銚―f塚古墳は小銚子塚占墳に直接繋る首長墓である。これらの前方後方墳。廿ij

方後円墳には埴輪祭式が認められていない。

静圃県遠江地域で受容期の埴輪祭式が確認されているのは天竜｝1|東庁の太田川流域に位置してい

る磐田市松林山古墳（前方後円墳・ 116.4m) である（後藤1939)。松林山古墳からは許通円筒埴輪

と判顔形埴輪が検出されている。外面には一次調整のみのA種ヨコハケと・一次調整のタテハケが施

され、内向調熙はハケかじ体てある。貼付突幣の突出度は強く、投錨技法はみられない。スカシ孔

は角形・円形。巴形のものが、突閤間に 2孔穿たれている。器面には黒斑か存在している（註 7)。

円筒埴輪の特徴は、川両編年II期に比定される。副葬品の組み介わせや円筒埴輪の特徴から、松林

山古墳は赤門［．．古墳・寺谷銚f塚古培・庚中塚古墳とほほ‘、1井りして築造されている。

松林山古培の染造された人田川 1流域には先行もしくは1枡りする磐田巾祈豊院山瑣象群か形成さ

れ、なかでも 1号墳（約33.5m)・ 2り墳 (34.:3m) は削方後円形の墳以てある。 しかし地坪的に
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第21‘l 森将軍塚古墳 (1/10)

見て、松林山古墳に直接繋る付長蒐としては捉えがたい。このことから、松林山古墳か太田川下流

域に突如として出現した観かある。松林Ill古墳には長軸を1かi北jj向にとる竪穴式和宅か採用されて

おり、畿内的な岬葬施設といえる。これにたいして、亦門l上＾古墳が木棺直炸、祈應院l112号墳。方

谷銚［塚古墳（推定）が礫粘 1邸てある。 i槃粘t：柳は祈悶I;,；]|2 i]寸翡に先行する低墳lt歳の竹之内

1号巖。祈盟院1!13号翠て認められてしヽることから、 {i地的な岬非施設といえよう。また松林山古
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墳は副葬品においても、はかの前方後円墳よリも群を抜いている。

大竜川・太田川ド流域は東海道ルートにおける交通の要所であり、加えて東国文化圏への人り ll

にあたる地域である。この地に築造年代・墳丘規模を同じくする、松林山古墳と寺谷銚子塚占墳が

築造されている。しかし両者には埴輪祭式の有無という古墳祭祀の決定的な差異が存在している。

この関係は甲府盆地の中道銚＋塚古墳と大丸山古墳の関係と近似している。松林山古墳は中道銚子

塚古墳と副葬品の組み合わせが類似していることを指摘されており、一方、寺谷銚子塚古墳は大丸

山古墳と同笠関係にある舶載三角緑神獣鏡が存在している。松林山古墳において備前車塚古墳との

同悶鏡か知られす、また寺谷銚子塚古墳・大丸山古墳の同氾鏡（岐阜県坂尻古墳とも同氾関係にあ

る）か椿井大塚山古墳との同氾関係が判明していないために論拠は薄いものの、遠江地域において

も埴輪祭式の受容に同氾鏡配布センターの椿井大塚lll古墳と備前車塚古墳との結び付きによって左

右されている可能性がある。また甲府盆地への古墳伝播経路の一つとして、天竜川を遡上し、伊那

谷・諏訪湖を経由して甲府盆地に至るルートが想定されている（小林1986)。このルートを想定した

場令、遠江地域は東海道ルートのみならず、東山道ルートにおいても交通の要所といえる。松林山

古墳は前代から直接繋るような首長墓か認められていないにもかかわらず、突如として、在地系列

の大首長墓の寺谷銚子塚古墳に優る大首長巖か築造されている。これらのことから、松林山古墳の

大首長は東海道ルート・東山逍ルートの交通の要所の掌握と、在地系列の大首長の牽制という役目

を担ったことが想定され、この背景には、畿内政権の東国進出政策か大いに関わっていたことは間

違いないであろう。おそらくは、松林山古墳の首長が畿内政権を後盾に、大首長へと急成長を遂げ

たものと捉えたい。

(3) 長野県善光寺平地域における埴輪祭式の受容

長野県域の出現期の古墳として、松本平の松本市弘法山古墳（前方後方墳． 66m)、佐久平の佐久

市瀧の峯 2号墓（廿り方後方形周溝墓・ 18m)、 卜且1盆地の上田市大蔵京古墳（方墳 •35m) 、善光寺

平の長野市川柳姫塚古墳（前方後方墳 •32m) 、長野市蟹沢古墳（前方後方墳 •40m) 、飯山市勘介

山古墳（前力後）j墳 •35m) かあけられる。いすれも削方後方形の墳墓で、埴輪祭式は認められな

い。松本平・イ左久平の古墳では東洵西部系十一器群の出しが知られ、古墳の出現に東海西部地域が関

連していたことが想定されている。これにたいして、善光寺平の前方後方墳は北陸地方の影評下に

成立したとの成かある（甘粕1986)。

続いて、善光寺平地域に廿i}}j後円墳の更埴市森将軍塚古墳 (98m) が築造され、同時に埴輪祭式

か受容されている（八幡・米JIJ・府崎1973、立木1974、更埴市教育委員会1981-1988)。森将軍塚古

墳の坪袢施設は後円部培項の竪穴式石室を中心として、前方部墳項・墳麓部に竪穴式石室 2悲、組

合式箱形石棺60基、埴輪棺l]基、 い腐臨 l枯、集石坪非遺構 2基 (il8) か検出され、また隣接し

て小円墳群か存在している。埴輪は壺形埴輪、円筒埴輪（器台形埴輪・将通円筒埴輪・朝顔形埴輪）、

異形埴輪（家形埴輪？）か検出されている。また調東各技法などから、墳丘［の埴輪と埴輪棺に使用

されている埴輪ははほ詞時期の所面と息われる。しかし両者の器高・ II径に杓―「の差児が認，められ

ることから、埴輪棺の埴輪は古墳からの転川ではなく、 「埴輪棺」として製作された可能性か高しヽ。

円筒地輪の個々の器形はバラエティに富み、裾広かりの器形のものと、第 2条突幣部（；；十 9) がく
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第3図 森将軍塚古墳 (1/10)

びれるものもみられる。二角形のスカシ孔は突帯間に12孔穿たれ、 T-鳥状に配罹されている。突帯

は貼付突帯のはかに、擬日緑型と粘土紐組合型の 3種類ある（註10)。器種による明確な使い分けは

認められす、突出度は強い。普通円筒埴輪では第 1 条突帯•第 2 条突幣に擬日緑型・枯土紐組合型

か多く、第 3条突帯はすべて貼付突帯てある。朝顔形埴輪は第 1条突帯に枯土紐組合型が多く、頚

部はすへて貼付突幣である。外面調整には二次タテ・ナナメハケ、ナテが施され、こく僅かにA種

ョコハケか存在している。諾面には黒斑か認められる。埴輪の特徴から川西編年 I期末もしくはII

期への過渡期のものであろう。
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森将軍塚古墳の円筒埴輪の裾広がりの器形は「山陰却」特殊器台形□器に類似している。甘粕健
の説に従って、善光寺平の出現期古墳の成立が北陸地力ヮ)影響によるものと仮定すれは、 H本海伝

いに北陸地方を経由して山陰の形態が波及してきたものと捉えることかできる。また擬日縁技法は

長野市川柳将軍塚古墳陪象墳の埴輪棺（川西編年II期）、 卜且l盆地の東部町中曽根親王塚古墳（方

墳． 50m)、伊那谷の飯田市祈井原 2号墳（円墳。 30m)に認められている。中曽根親王塚古墳は 5

［廿紀後半に位憤付けられ、祈井原 2号墳は川西編年III期に相刈ずる 5甘紀中ごろに比定されている。

擬口縁技法はほかに茨城県の長辺寺山古墳で知られているにすきず、点的な分布を示すのみてある。

善光寺平においても、後続する首長墓には継承されていない。

松本乎•佐久平には森将軍塚古墳に併行する大烈前方後円墳が認められず、善光寺平の首長であ

る森将軍塚古墳の被葬者はイ言濃地域の大首長として君臨していた可能性か予想される。大首長とし

て畿内地方の古墳祭祀の重要な構成要索である埴輪祭式を受容しているか、その器形は山陰型特殊

監台形土器に類似している。また森将軍塚古墳は北陸地方の影響か指摘されている姫塚古墳の系列

にある首長と想定されており （岩崎1989)、 H本海経路の文化と畿内の古墳文化が融介された結果

か、森将軍塚古墳の特晃な埴輪に象徴されていると捉えることもできよう。畿内の勢力と日本海勢

力を背景に、信濃地域の大首長として急成長を遂げた可能性かある。しかしその一方においては、

墳丘上。墳麓の小型埋葬施設、周辺の小円墳群などの集団羞的なあり方は特異である。岩崎卓也は

小型埋葬施設に葬られた人々か森将軍塚占墳の被葬者の近緑者で、首長と民衆との間に共同体的な

関係か残存し、陪級的な対立関係が存在していなかったものと推理している（宕崎1990)。このよ

うに考えるならは、森将軍塚古墳の首長としての地位は非常に曖昧なものであり、その曖昧さから

畿内的な形態の埴輪か製作できなかったともいえる。全国各地ではほほ画ー的な形態の埴輪か検出

されていることから、埴輪祭式の波及に伴って製作技術も伝播したものと与えられる。製作技術の

伝播には、製作者集団の移動（派遣？）を想定することかできる。森将軍塚古墳の場合は首長の地

位が曖昧であったがために埴輪祭式の作法は伝わったものの、製作者集団の移動まではままならす

に、在地の＿十器製作者か独自に埴輪を製作せざるをえなかったものと考えることも可能である。ま

た善光寺平は関東地方。北陸地方へ通じる交通の要所てあり、畿内政権にとっては東国進出への重

要な拠点でもある。甘粕健。久保哲こは「長野県の古い様式の古墳として善光寺平の篠井町将軍塚

かあるにすぎないのは、この地方か大相勢力発展の初期の段階て、広大な平野をもつ越後や関東へ

逹するための通路としての役割しかはたさなかったためとおもわれる。いいかえれは東山道そのも

のが、毛野の沃野に逹することを重要な目標とし、そのために東国経略の拠点勢力を背悶として篠

井町将軍塚がいとなまれたのであろう」と評価している（甘粕。久保1966)。この説を援用するな

らば、この地域が畿内政権による東国進出への単なる通り道として軽視され、森将軍塚古墳では畿

内的な埴輪の製作技術が伝わらずに特異な埴輪が製作され、さらには歪な形状を成す前方後円墳が

築造されたことか想像される。在地のじ器製作者集団が独自に製作した埴輪であったがために、そ

の製作技法か継Jドされなかったものと考えることもてきよう。
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4 関東地方における埴輪祭式の受容

関東地方において受容期の埴輪祭式、群馬県・栃木県の毛野地域、茨城県の常睦地域、そして南

関東の相模川流域に認められている。

(1) 毛野地域における埴輪祭式の受容

毛野地域の出現期の古墳は各水系単位に形成され、各水系単位を掌握していた首長の存在が想定

されている。その様相は築造された古墳の墳形から 2つの地域に分割される。その一つは削方後方

墳•前方後円墳・円墳が築造されている地域で、現在の群馬県域に相判する。この地域は古墳の分

布から前橋市 e ←高崎市周辺地域（群馬県南西部）と太田市を中心とした地域（群馬県南東部）に分

けることができ、群馬県南東部には渡良瀬川以東の栃木県域の----部が含まれている。もう一方は前方

後方墳と方墳が築かれている地域て、栃木県域にあたる。この地域も古墳の分布から栃木県南部と

北部に二分される。毛野地域は現在の群馬県・栃木県域を合めた広範な地域てある。国造本紀では

仁徳紀に上毛野・下毛野に分けられたものとされ、また久保哲三は大型古墳の分布と消長から、 6 

枇紀前半に分割されたものと推定している（久保1986)。しかし出現期の占墳は、渡瀬川を境にし

て墳形の晃なるものが築造されている。栃木県域においても古墳の分布は南北それぞれに集中し、

那珂川の支流の荒川付近を境界としている。これらのことから、古墳出現期には既に上毛野・下毛

野・那須という地域的独自性が存在していたものと思われる（註11)。

上毛野南西部地域の出現期の古墳は、河川流域に認められている。鏑川流域には富岡市北山茶臼

山古墳（円墳． 40m)·吉井町恩行寺古墳（円墳 •45m) 、神流川流域には藤岡市□本木古墳（円

墳？）、烏川の中流域には榛名町本郷大塚古墳（円墳・約45m)・高崎市乗附長坂古墳（円墳）、 ド

流域には玉村町の軍配山古墳（円墳． 40m)・玉村町芝根 7号墳（前方後円墳・約50m)・玉村町箱

石浅間山古墳（八角形墳・約30m)、井野川流域には高崎市柴崎蟹沢古墳（円墳。 12m)・高崎市元

島名将軍塚古墳（前方後方墳 •96m) ・玉村町下郷天神塚古墳（前方後円墳・約80m) 、広瀬川流域

には前橋市八幡山古墳（前方後方墳・ 130m)。前橋市天神山古墳（前方後円墳・ 126m)。前橋市朝

倉II号墳（円墳・ 23m)、粕川流域には前方後円墳と推定されている伊勢崎市華蔵寺裏山占墳 (40m)

か築追されている。

上毛野南東部地域では蛇川流域に太田市頼母十古墳（円墳？）・太田市朝子塚古墳（前方後円墳・

123m) ・太田市寺山古墳（前方後力墳． 60m)・太田市八幡山古墳（前方後円墳。 84m)、矢場川流

域には足利市藤本観音山古墳（前方後方墳・ 126m)・太田市本矢場薬師古墳（前方後円墳。 80m)・

足利市県天王山塚古墳（前方後円墳とされているか前方後方墳の可能性もある）・足利市小曽根浅

間山古墳（前方後円墳． 58m) が造常されている。

上毛野南西部地域の、特に西部lll 間地域には小規模な円墳が偏在し、前方後方墳•前方後円墳は

築造されていない。同氾鏡のご一角緑神獣鏡を所有する古墳が存在し、北山茶臼山古墳 (1面）・三

本木古墳 (3面）・柴崎蟹沢古墳 (2面）が著名である。この地域の弥牛時代後期には樽式土器か

分布しており、梅沢重昭は「弥生時代からの“伝統的地域’'」として捉えている（梅沢1985)。また

久保哲二は鏑川・烏川•井野川などの流域で谷水田を主とする小規模な稲作を経営していた地域と

し、小規模古墳の被葬者が「毛野全域を支配するほどの権力をもっていたとは考えられず、畿内政
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第4図 下郷大神塚古墳 (1/10)

権と間接的に結びついた小地域の族長」と想定している（久保1986)。

山間地域の小円墳に併行して、井野川以東の広大な沖積地に前方後方墳•前方後円墳が築造され

ている。この地域は弥生時代にはほとんど集落が形成されていないものの、石田川式士器出現以降

に集落が急激に広がっている。石田川式土監は東海西部地域に源流か求められ、久保哲三は東海西

部「地域の人々の大規模な移動、毛野への入植によって石田川式土器が成立し、新しい農業技術と

政治的・経済的にまとまった集団の力によってそれまで不毛であった利根川本。支流の仏大な沖積

地が開拓され、その碁盤の上に大形古墳が成立した」とする。そして「畿内政権による東田への浸

透活動が行われたこの時期の毛野の古墳は畿内政権の外縁にあって浸透活動の尖兵的役割をになっ

た豪族の墳幕と考えられ、出士土器はその役割を東海地方の人々が果たしたことを示唆」するとし

ている（久保1986)。

この新開発地域である上毛野南西部・南東部地域それぞれに、傑出した大型前方後方墳が認めら

れる。南西部地域では前橋八幡山古墳か築造され、同水系に続いて前方後円墳の前橋天神山古墳が

造営されている。前橋天神山古墳の埋葬施設は粘上棚で、舶載三角縁神獣鏡をはじめ鏡 5面・索環

頭大刀。］］剣・銅鏃・鉄鏃。碧玉製紡錘車。赤色顔料の入った壺形士器等が副葬されている。後円

部墳項には埋葬施設を囲むように底部穿孔壺形士器（石田川式）が配列され、 4祉紀後半の年代か

与えられている。ほは同時期と考えられている元島名将軍塚古墳と墳丘の規模に差があり、その勢

カの違いを窺うことができる。南東部地域には藤本観音山古墳が築造され、同時期の前方後力墳の

寺山古墳の 2倍以」の墳丘規模を有している。古墳出現期の卜{毛野地域において、南西部地域は前

橋八幡山古墳•前橋天神山古墳、南東部地域は藤本観音山古墳の絶対的優位性・卓越性が看取され

る。梅沢重昭は南西部地域を「割拠する形で小地域圏が成立」し、 「これらに君臨する形で、利根

川本流に面した地に盟主首長としての勢力をもったのが前橋天神山や同八幡山古墳の首長といえ、

その主導性は毛野西部各地に拠っていた首長たちに及んでいたと息われる。前橋台地を中心に特出
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第5図 朝＋塚古墳 (1•2=1/10 、 3-8=1/5)

した規模の前方後方墳。前方後円墳の出現と、 各地に輩出した円墳は、毛野地域政権がその成立の

当初からきわめて強固なヒエラルキーを確立していたことをうかがわせる」

古墳にも同様な傾向があるとしている

力が分立・連合する中でます前橋天神山古墳を擁する地域が優位を保ち」、

とし、 また藤本観音山

（梅沢1985)。久保哲三も「利根川の支流域を単位とする勢

前橋天神山古墳の被葬

者が畿内政権と直接交渉をもち、同時期の西部山間地域に所在する二角緑神獣鏡をもつ円墳の被葬

者はこの大首長から鏡を分与された小首長とする可能性を示唆している （久保1986)。飯塚卓二も

前橋八幡山古墳と藤本観音山古墳の被葬者を項点とするヒエラルキーが形成されていた可能性を示

唆している。 また「前橋八幡山古墳に続く次代の首長は、前橋天神山古墳というはぼ同規模の前方

後円墳を築造したのに対し、藤本観音山古墳に続く矢場薬師塚古墳は、 全長約80mと規模を縮小し

て」いる点について、 「ヒエラルキーの項点に立つ首長権が他の系列の首長に移った」ものと捉え

ている （飯塚1986)。削橋天神山古墳も後続する首長墓は円墳の前橋市文殊山古墳 (60m) で
．̀ 
、別

方後円墳の築造が認められないことから、卓越した大首長権が他の系列の移動しているものといえ

よう （註12)。

上毛野地域における埴輪祭式の受容は、古墳出現期の卓越した大首長権の移動と期を一にして行

われている。 そして埴輪祭式を受容した首長は古墳出現期の大首長権の系列ではなく、 セカンダリ

クラスもしくはそれ以下の地位にあった首長の系列にあたる。南西部地域において受容期の埴輪祭

高崎市倉賀野浅間山古墳（前方後円墳・ 171.5m)、庚申塚古墳（円墳． 45式が認められる古墳は、

m)、大鶴巻古墳（前方後円墳123m)、 ド佐野大山古墳（円墳・約60m)、下郷天神塚古墳、芝根 7

号墳、箱石浅間山古墳かあげられる。一方、南東部地域では太田八幡山古墳、朝子塚古墳、小曽根

浅間山古墳に認められる。
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上毛野南西部地域の芝根7号墳の埴輪は橋本博文によって詳細に説明されている。 「西 H本・畿

内の影響を受けて成立した関東で最古の特殊器台形土製品を含む。基部かハの字状に開いて下に平

坦面を広くもって終わる特殊器台の名残りを有するもの (Aタイプ）と、円筒状にほぽ直立するも

の (Bタイプ）との 2種類」あり、「宮山型と都月型の両タイプの流れをくむもの (A・ Bタイプ）

が共存する」として、都出編年A1様式に比定している（橋本1987)。倉賀野浅間山古墳・大鶴巻

古墳では普通円筒埴輪と鰭付円筒植輪か検出されている。外面調整は倉賀野浅間山古墳にA種ヨコ

ハケ、大鶴巻古墳に二次タテハケ• A種ヨコハケが施されている。器面には黒斑かみられる。 ド郷

天神塚古墳（下郷遺跡SZ46）は裾広がりの器形を早している器台形埴輪（註13) で、一部倒立成

形技法が用いられている。外面調整には二次タテハケが施され、器形は山陰型特殊謡台形土器に系

譜が辿れるものである。また壺形埴輪とされる破片のなかで、突帯間に円形竹管文が施文されてい

るものに山陰の影響が指摘されている（橋本1987)。検出されている個々の埴輪はバラエティに富

んでいる。芝根7号墳のものが最も古く、倉賀野浅間山古墳。大鶴巻古墳・下郷天神塚古墳は埴輪

の特徴からいずれも川西編年II期に比定できよう。

芝根7号墳は三角緑神獣鏡を副葬しているものの小規模な前方後円墳であることから、上毛野南

西部の大首長権を継承するに至らなかった首長の墳墓といえる。前方後円墳の築造に伴って埴輪祭

式を受け入れたものと思われるが、定型化した埴輪祭式ではなかった。続いて埴輪祭式を受容した

のは、倉賀野浅間山古墳と、下郷天神塚古墳である。下郷天神塚古墳は元島名将軍塚古墳の系列に

あり、前代とほぼ伺規模の前方後円墳を形成し、依然としてセカンダリークラスの首長として位涸

付けられる。これにたいして、倉賀野浅間山古墳には定型化した円筒埴輪・器財埴輪が配列されて

いる。倉賀野浅間山古墳は墳丘の規模から、前橋天神山古墳の大首長権を継承した大首長と推定さ

れる。倉賀野浅間山古墳の大首長は畿内政権との直接的な交渉において、畿内政権の古墳祭祀の重

要な構成要素である埴輪祭式を受容したものと考えられる。また倉賀野浅間山古墳と同様に鰭付円

筒埴輪が検出されている大鶴巻古墳が近接して築造されている。倉賀野浅間山古墳が大鶴巻古墳に

先行するとされているが、飯塚卓二は大鶴巻古墳の規模が前橋天神山古墳に近いことから、倉賀野

浅間山古墳に先行するものと捉えている（飯塚1984）。大鶴巻古墳の円筒埴輪には外面調整二次夕

テハケが施されていることから、先行する可能性もある。両者とも正式な調査が行われていないこ

とから前後関係は明確ではないが、いずれにしても、大首長の系列が 2代続いたことは確実であろ

。
、つ

上毛野南東部地域の太田八幡山古墳には外面調整二次タテハケが施される川西編年 I期の埴輪が

認められている。前代にセカンダリークラスの首長であった寺山古墳の系列にあたる。墳丘の規模

は併行する前代の大首長系列の本矢場薬師塚古墳とはは同等であるか、本矢場薬師塚古墳には埴輪

祭式が受容されていない。このことは上毛野南東部地域の東西の首長間で、大首長権の継承を争っ

た可能性を秘めている。畿内政権とより親密な関係をもったのか西部の太田八幡山古墳の首長で、

その交渉から埴輪祭式がもたらされたのではないだろうか。さらに畿内政権との交渉の拡大を背景

として大首長権を掌握したのが朝子塚古墳である。朝子塚古墳は円筒埴輪（普通円筒埴輪・謡台形

埴輪。朝顔形埴輪）、家形埴輪、形象埴輪（楯）、壺形埴輪か検出され、後円部墳項の方形植輪列も
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第6図

10 

小曽根浅間山古墳 (1= 1/10、2~11は縮尺不同）

確認されている。埴輪の特徴は川酉編年II期のものである。円筒埴輪には外面調整二次タテハケ・

A種ヨコハケが施されている。壺形埴輪は焼成前に底部・胴部に 3孔の円孔が穿たれている。橋本

博文は朝子塚古墳の前方部前端が撥形に開く墳形、墳丘と相似形の周溝形態、 円筒埴輪の類似性か

ら大和南東部の古墳群（柳本古墳群） との関連を想定している。 また朝子塚古墳の円筒埴輪が山梨

県中道銚子塚古墳。八代銚＋塚古墳と類似することから大和柳本古墳群遠江松林山古墳 中道銚

子塚占墳・八代銚子塚古墳ー上野朝戸塚古墳というラインが系譜的に結ばれるものとしている。 こ

のラインかS字状日緑台付甕形士器の緊密な分布域と重なり、 また漢中・後期の伝槻鏡の存在とも

あわせて、

えている

「各地域か畿内ヤマト政権の東国経営の上で有機的なつながりをもっていた」

（橋本1979)。

ものと捉

さらに朝子塚古墳、中道銚子塚占墳に胴部などにも穿孔された壺形埴輪が

存在することから、 よリ緊密な関連性を指摘している （橋本1987)。朝子塚占墳は畿内政権の東国

浸透政策による強い結び付きによって勢力か飛躍的に増強され、上毛野南東部地域の大首長として

君臨することができたのてあろう。
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一方、セカンダリークラスに陥落した東部地域は古墳の規模を縮小させながらも、小曽根浅間山

古墳に埴輪祭式が受容されている。外面調整二次タテハケが施されている器台形埴輪が検出され、

山陰型特殊器台形土器に系譜を辿ることができる裾広がりの器形を呈している。上毛野南西部地域

においても、 下郷天神塚古墳に山陰型特殊器台系譜の埴輪か認められている。山陰型特殊器台形土

器は奈良県纏向遺跡でも検出されていることから、セカンダリークラスの首長か山陰地方の首長と

直接関係をもっていたことを示すものではない。橋本博文は纏向遺跡から吉備型特殊器台形上器も

出土していることから、畿内で山陰型・吉備型の融合現象が生じている可能性を指摘している（橋

本1987)。また京都府谷垣遺跡では吉備型特殊器台形t器の器形に山陰系統の文様が施されている

ものが検出されている。森将軍塚古墳においても山陰型特殊器台系諧に繋る可能性かある円筒埴輪

が認められるものの、その器形は非常にパラエティに富むもので、山陰型特殊器台形土器との関連

が明らかではない。そこで下郷天神塚古墳・小曽根浅間山古墳の首長と山陰地方の首長との直接的

な関係を求めるよりも、畿内で変容したものが二次的に波及したものと捉えるほうが妥当といえよ

う。畿内での出土例が未だ少ないために明確にはできないが、その出自や関連した畿内の首長が明

らかにできる可能性をもつものであろう。またこれらのなかに倒立成形技法が認められ、橋本博文

によって倒立成形と山陰型特殊賠台形土器との関係が示唆されていると同時に、吉備型特殊器台形

士器の基部も倒立して製作されていることを指摘されている（橋本1987)。

「毛野地域における埴輪祭式の受容は、古墳出現期に君臨した大首長の勢力の衰退と、前代には

大首長を支えていた首長系列の台頭によって行われている。梅沢重昭は「古墳の出現を大和政権が

東国地域に大きくかかわった第 1段階の現象」として捉えている。この段階には古墳と同時期の周

溝墓にも底部穿孔壺形土器を主体とする「階層的な身分の枠を超越して普及していた祭祀」が行わ

れている。そして大和政権と東国地域の大きな関わりを示す第 2段階の現象が埴輪祭式の受容と把

捏している（梅沢1985)。この第 2の現象は、埴輪祭式が重要な構成要索となった古墳祭祀が畿内

政権において確立したことが背景にあるものと息われる。埴輪祭式が確立された古墳祭祀（前方後

円墳祭祀）の全国的な波及に伴って、 「各地の首長の身分を墳形の違いによって首長の系譜や格式

を示し、墳丘の規模によって実力を表現する」前方後円墳体制が強化された。 「日本列島主要部の

首長が畿内地方の有力首長を核とする政治秩序のなかに組み人れられた」（都出1991) のと同様に、

上毛野の首長も組み人れられていったのであろう。いち早く埴輪祭式を受容した首長は畿内勢力を

後盾として勢力を伸長し、上毛野南西部・南東部地域の大首長へと成長したのではないだろうか。

下毛野地域の出現期の古墳は小貝川・五行川流域と田川・姿川流域、巴波川流域の 3地域に分布

している。小貝川・五行川流域には前方後方墳の芳賀町八ツ木浅間山古墳 (57m)、亀の子塚古墳

(56.3m)、市貝町上根二子塚 1号墳 (29m)、上根二十塚 3号墳 (42.7m)、益子町星の宮浅間塚古

墳 (52m)、真岡市山崎 1号墳 (33.4m) と方墳の上根二子塚 2号墳、山崎 3号墳が所在している。

田川・姿川流域には前方後方墳の宇都宮市茂原古墳群の権現山古墳 (63m)・大日塚古墳 (35.Sm)・

愛宕塚古墳 (50m) と石橋町文殊山古墳（前方後方墳の可能性）、南河内町二王山南塚 1号墳 (46.5

m) ・ 2号墳 (50m) と方墳の南河内町朝 El観音遺跡 1号墳 (15m) がある。巴波川流域には前方

後方墳の藤岡町山王寺大桝塚古墳 (96m) と方墳の大桝塚北東古墳・北占墳が存在している。

―-80 



那須地域の出現期の古墳は那珂川流域に分布し、前力後方墳の湯津卜＿村下侍塚古墳 (84m)、j--̂ 

侍塚古墳 (114m)、上侍塚北古墳 (48.5m)、小川町駒形大塚古墳 (64m)、温泉神社古墳 (50m)、

那須八幡塚古墳 (68m)、矢板市木幡神社古墳 (52.6m) と方墳の下侍塚8号墳、小川町観音古墳、

富士山古墳が認められる。

ド毛野。那須地域においては方形を基本とした前方後方墳・方墳が築造され、さらに数世代にわ

たって造常されていたものとされる。特に那須地域においては駒形大塚古墳→那須八幡塚占墳→温

泉神社古墳→上侍塚古墳→下侍塚古墳→上侍塚北古墳→という 6代にわたる首長墓が、 4祉紀中頃

から 5椛紀前半にかけて築き続けられたとされ（大金1987)、古墳時代前期の関東地方においては

特翌な地域である。また巴波川流域では山王寺大桝塚古墳のみで、継続する前方後方墳•前方後円

墳は構築されていない。

弥生時代後期後半の小貝川・五行川流域と田川。姿川流域には在地の二軒尾式上器を出土する遺

跡が多く、また小貝川・五行川流域では常陸地域の十王台式上器も共伴している。古墳出現期にな

ると、在地の系統をひく士器は姿を消し、南関東の五領式t器や東海系の士器が多くの集落遺跡に

みられる。集落の立地に変化はないものの、遺跡数が著しく増加していることから、開発が急激に

進んだことが想定されている。そして茂原大日塚古墳・茂原愛宕塚古墳などの祭祀にも在地の影響

を残す士器は認められず、南関東系・東海系土器群が使用されている。久保哲三は遺跡数の著しい

増加は急速に開拓の進んだことを示すとして、その「開拓の推進力をになったのは、新たに加わっ

た外来系士器に象徴される入植者たち」と想定している。さらに、この地域の土器の断続的変化と

出現期古墳が東海系土器を供出するのと対応することから、 「かなり多くの人間の移動によるもの

と考えられ、それは畿内政権による東国への浸透活動に東海地方の人々かかなり重要な役割をにな

っていたことを示唆」するとしている（久保1990)。小森紀男は「墳墓祭祀は、本来最も保守的。

伝統的な1義礼であり、それに使用されている土器は、被葬者及び祭祀を執り行う集団に強く根付い

たものであろう。とすれば、この上器が被葬者の出自系譜に深く関わっているという考え方が、説

得力をもってくる。茂原大日塚古墳。茂原愛宕塚古墳など、東海系t器を出土する初期の関係者が

東海地方との何らかのつながりをもっていたことは1•ん分考えられ、東l王］古墳の発生か、畿内王権の

東国浸透の開始とする政治的図式の中で、東海地ガの人々が童要な役割を担っていたことが窺われ」

るとしている（小森1990)。

下毛野地域も上毛野地域と同様に、古墳の出現に東海地力の影響が認められる。しかし出現期の

古墳はド毛野。那須地域の前方後方墳と方墳にたいして、上毛野地域では前方後方墳と円墳が築造

されている。また1-＿毛野地域では後続する首長墓として前方後円墳を採用しているのにたいして、

トー毛野地域では依然として前力後方墳が造常され続けている。さらに上毛野地域の削方後円墳には

埴輪祭式が受容されているのにたいして、下毛野地域の前方後力.墳には埴輪祭式か認められていな

い。下毛野地域の埴輪祭式の採用は 5批紀中葉の宇都宮市笹塚古墳を初現とし、同時に前方後円墳

が築造される。 卜[毛野地域と下毛野地域の違いは出現期占墳の墳形のみではなく、埴輪祭式の受容

ゃHij方後円墳の築辿においても大きな相違が認められる。久保哲二は関東以西の初期占墳と違い、

畿内前II期占墳の構成要素をすべて艮備している占墳が認められないことを、毛野地域の初期古墳
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第7図 鈍塚古墳

の地域的特色としている。 「しかし畿内的要素をすへて具備していないとはいえ、前II期の段階で

すでに円筒埴輪をもち或は三角緑神獣鏡をもつ古墳は圧倒的に上毛野に多く、 その多くは前方後円

墳である。下毛野の前II期における上毛野と下毛野の畿内政権との関わり方が大きく異なることは

明らかである。近藤義郎は前方後円墳を大和政権の古墳祭祀と考え、前方後円墳を地域政権か首長

墓として採用するのは、大和政権と祖霊を共有し、擬制的な同祖同族関係を結んだことを示すと考

えたが（近藤1983)、

係を結んだとみられ、

このように考えれば上毛野…では前II期の段階でいち吊く畿内中枢と連合関

F毛野はやや傍流的な小勢力が分tしていた地域とみることがてきよう。

のような上毛野•••の優位は、•••東山道の前 II 期における要地に位置するという地理的条件にもよる

と息われる」 としている （久保1986)。毛野地域における畿内政権の浸透に東山道ルートか利用さ

れていたとするならは、埴輪祭式の波及は上毛野地域において途絶えたことになる。毛野地域にお

いては、埴輪祭式の受容と前方後円墳の築造とは期を一にして行われている。 F毛野地域と卜]預予

地域の首長墓の絶対的な違いは、下毛野地域において前方後方墳が継続して造営されていることに

ある。埴輪祭式＝完成された前力後円墳祭祀の伝播が上毛野地域で留まっていたがために、

地域では依然として前方後方墳の首長翠が継続して造常されていたものと理解したい。

ド毛野

(2) 常陸地域における埴輪祭式の受容

常陸地域において、弥生時代後期後半には1̂+．．台式上器を代表とする在地色の強い文化か排他的

に存在し、東北地方南部の影齊も窺われる。 また弥生時代の方形周溝蓼は認められず、古墳の出現

直前の外来系土器の流人に伴って出現すると考・えられている （塩谷1985)。出現期古墳はE野地域

と同様に水系単位に築造され、 多くの地域て前方後方墳と前方後円墳が継続して築かれている。 久

慈］ 1| 中流域には大宮町富士山 4 号墳 (Hij方後）j墳 •48m) と常陸太田市梵天山古墳（前）j後円墳・

151 m) が所在している。那珂川には中流域の水戸市安戸St'1'り墳（前｝j後方墳。 29m)
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 第8図 長辺寺山古墳 (1= 1/10)、舟塚山古墳 (2-7=1/5)

鏡塚古墳（前方後円墳・ 105.5m)か認められる。涸沼川流域には前方後方墳の茨城町宝塚古墳 (39

m) のみであるか、茨城県最古とされる埴輪を出土している諏訪神社古墳群が形成されている。恋

瀬川には上流の八郷町丸山 1号墳（前方後方墳． 55m) と佐自塚古墳（前方後円墳 •58m) 、霞ヶ

浦への河口付近には玉造町勅使塚古墳（前方後方墳． 64m) と茨城県内最大の前方後円墳の石岡市

舟塚山古墳 (182m) か築造されている。桜川には上流の岩瀬町狐塚古墳（前方後方墳 •36m) と

長辺寺山古墳（前方後円墳。 120m)、中流のつくは市桜塚古墳（前方後方墳。 30m)と山木占墳（前

力後円墳． 48m)、霞ヶ浦への河II付近には七浦市宕塚古墳（前方後方墳． 54m) と王塚古墳（前

方後円墳． 84m) がある。義ヶ浦南岸には桜川村原 1号墳（前方後方墳・ 29m) と牛堀町浅間塚古

墳（前方後円墳． 85m) 、北浦東岸には大洋村大峰山 1 号墳（前方後力墳 •31m) と鹿島町伊勢山

古墳（前方後円墳． 95m) をあげることができる。 また小貝川中流には前方後方墳が築かれすに、

前方後円墳の下館市芦間山古墳 (120m)が構築されている。他の地域との関連から、前方後方墳
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が前方後円墳に先行するものと想定される。

前方後方墳のなかで副葬品等の内容か判明しているものは、丸山 1号墳。狐塚古墳・桜塚占墳。

勅使塚古墳。原 1号墳などである。これらの前方後方墳の特徴として、墳丘長か30-60mの規模で

木棺直葬。粘上床といった簡略な埋葬施設を主体としていることがあけられる。検出されている土

器は五領期後半の新段階に比定され、副葬品としては狐塚古墳の方形板革綴式短甲、桜塚古墳の輝

緑凝灰岩製石釧、丸山 1号墳の勾玉石材の多様化と滑石製品を合まない傾向から 4世紀第N四半期

の年代が与えられている。他の前方後方墳もほぼ伺様の年代か想定されている。これらの前方後方

墳には埴輪祭式が認められていないが、土器を用いた古墳祭祀が展開されている。

塩谷修は前方後方墳の土監祭祀のあり方に 2つのタイプかあるとしている。まず勅使塚古墳で認、

められている埋葬施設上における土器祭祀で、壺。器台・高坪形上器を使用する。もう一つは、安

戸星 1号墳にみられる墳丘くびれ部における上器祭祀で、壺形土器を中心に甕．鉢形t器等を用い

る。狐塚古墳には両者が併存している。年代的には前者を古相なものとして捉えている。また壺．

器台・高杯形―-t器をセットとする埋葬施設上の士器祭祀の源流を弥生時代後期の吉備を中心とした

地域に求めている。またこの土器祭祀が三直県津市高松c墳墓遺跡・愛知県盟橋市浪の卜]号幕な

どで認められていることから、その波及には東海地方が大きな役割を担っていたことを想定してい

る（塩谷1990)。これは関東地方において出現期の前方後方墳から東海系士監か多数出l：している

ことと合致しているが、茨城県の前方後方墳から東海系t器を出tした例は確認されていない。ま

た岩崎卓也が簡略化された埋葬施設の構造に東海地方の政治的影粋の存在を指摘していることから

（岩崎1988)、「土器祭祀の形態や埋葬施設の構造を見るかぎりにおいて、茨城県における古墳出現

の背景にも東海地方の政治的影饗力の存在が重視されることになる。しかし、周辺の栃木や、千葉

などのように1渇怜群の中に東海地方系の土器を含むものは認められず、年代的に一段階その出現が

遅れた状況が窺われる」としている（塩谷1990)。また前方後方墳の伝播経路については、 ド毛野

方面から河川交通を利用したコースと、南東部の F総方面から霞ヶ浦。北浦の水上交通を利用した

コースを想定している（塩谷1984)。

前方後方墳の築造後、継続する首長墓は前方後円墳てあり、坤葬施設は粘 l→栴・割竹形木棺に統

ーされる傾向にある。この段階に埴輪祭式か受容されている。副葬品などの内容が明らかな古墳は

少なく、年代の特定が困難であるか、滑石製の玉類が合まれていることから 5机紀第 I四半期を前

後する年代が想定されている。なかでも精巧で多種多様な滑石製模造品を副葬する鏡塚古墳が、 4

棋紀第N四半期に遡る可能性を指摘されている。

埴輪祭式が受容されているのは梵犬山古墳。鏡塚古墳。長辺寺山古墳。芦間1廿古墳・上出島 2り

墳などの大型の前方後円墳で、山木古墳などの中刑墳には認められていない。梵尺山古墳。芦間1l/

古墳。上出島 2号墳では壺形植輪のみが検出されている。土出島 2号墳の壺形埴輪はほほ詞ー規格

のものが、部分的に配列されたような状況で確認されている（大森他1975)。梵尺山古墳のものは

川西宏幸が壺形十器として捉えている。鏡塚古墳の円筒埴輪は突出度のJi常に強い鍔状を成す突帯

か貼付されている。外面調整に―→次タテハケか施され、ヨコハケは認められなし、。また形象埴輪か

確認されている。長辺寺山古墳では許通円筒埴輪のみで、壺形植輪。形象埴輪はみられない。外面
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調整に二次タテハケ（ナナメハケ）が施されている。器形は胴部中央かくびれる可能性を指摘され

ている。突帯は長野県森将軍塚古墳などで認められている擬日緑技法のものと、貼付突帯のものが

ある。また稲村繁によって、茨城県内最古のものとされる朝顔形埴輪が、諏訪神杜古墳群中から検

出されている。 4冊紀代の年代が与えられているが、出士状況から埴輪棺の可能性が高い。さらに

佐自塚古墳からは、橋本博文が「在地の弥生式t監や古式七師料などからの伝統から出現したとは

考えにくく、西日本・畿内などで変容されたものか 2次的に波及されたもの」とする（橋本］987)

器台形土製品が検出されている。

長辺寺山古墳・鏡塚古墳などで検出されている円筒埴輪は畿内の直接的な系譜にあるものとは捉

えられない。特に長辺寺山古墳では擬日緑技法による突帯が存在している。また諏訪神社古墳群中

出上の朝顔形埴輪も森将軍塚占墳との共通した要素が指摘されている（稲村1983)。大橋泰夫らは

森将軍塚古墳・川柳将軍塚古墳例と長辺寺山古墳例において内面調整やスカシ孔の形態などに相違

がみられるものの、擬口緑技法が遠隔の地で独自に生み出されたとは考え難いことから、長辺寺山

古墳の埴輪の系譜と被葬者の件格に注目している（大橋他1984)。

埴輪祭式か品められている前方後円墳の築造年代を 5冊紀第 I四半期とすると、検出される円筒

埴輪は川西編年のIII期もしくはII期に比定されよう。川西編年において、この段階には外面二次調

整に B種もしくはA種ヨコハケか施され、器面には黒斑が認められる。しかし常陸地域のこの時期

の円筒埴輪にはヨコハケか施されているものはなく、 5世紀中葉に編年されている舟塚山古墳にも

二次調整のタテハケが施されている。川西宏幸は舟塚山古墳の円筒埴輪を突幣やスカシ孔も特徴か

らII期に設定し、常陸地域ではII期の年代か畿内w期に併行する頃まてドがると指摘している（川

西1988)。杏窯焼成導入以前においては、むしろタテハケによる二次調繋が常陸地域の円筒埴輪の

特徴といえよう。稲村繁も外面二次調整にタテハケという古式の様相が、茨城県における特徴的な

現象として捉えている。また埴輪祭式を行する大型前方後円墳が主要河川の河l]付近に立地してい

るとして、 5椛紀代になってはじめて高い牛産性と主要交通路としての河川を掌捏する有力首長が

出現したことをぷすとする。そしてイi力首長か出現し、大刑前方後円墳が築辿される段階になって

埴輪祭祀（埴輪祭式）が伝播されると推定している。さらに埴輪の特徴からすべて同一系譜として

扱えないことから、各主要河川（涸沼川・那珂川、恋瀬川、桜川）ごとに晃なる伝播経路によって

出現したものとしている。なかでも最も古い埴輪が検出されている諏訪神社古墳群・鏡塚古墳か所

在する涸沼川・那珂川流域か、常陸地域における埴輪の出現地と位置付けている（稲村1983)。

塩谷修は山木古墳•佐自塚古墳などの中型の前方後円墳には上器祭祀か継続するのにたいして、

大型の削方後円墳には埴輪祭式か認められることから、前方後円墳の出現に伴って、特に大塑の前

方後円墳に限って埴輪祭式が受容されたものと推定している。そして畿内的な埴輪の系列として捉

えられない在地色の強い埴輪の様相を東l]本周辺地域との密接な関連によるものとし、出現期前カ

後）i墳に認められた畿附政権との間接的な関係が継7ドされていたものと想定している。また初期前

方後円墳の墳丘規校の大小や埴輪祭式の有無といった較差を、 「いまだ大和政権との間桜的関係に

あリなからも、出現期前方後方墳に比べ密桜な、中にはより優位な政治的立場に立つ首長層の姿」

として捉えている（塩谷1990)。
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第9図小金塚古墳 (1・2=1/10、3-8=1/5)

常陸地域の受容期の埴輪祭式のなかで、壺形埴輪のみを配列する祭式（梵天山古墳・芦間山古墳・

I：出島 2号墳）か認められている。これは継続されずに、 5世紀第 I四半期のみの古式な特徴とし

て捉えられている。塩谷修は埴輪受容期における円筒埴輪による埴輪祭式と壺形埴輪による埴輪祭

式の相違か、 「首長の系請あるいは畿内中枢部との関係における較差（その院前者が優位と考えら

れる）」を反映しているものと想定している（塩谷1990)。

これらの前方後円墳に後続して築造されているのが舟塚山古墳で、墳J了一＿規模が大輻に拡大されて

いる。車崎」［彦は墳斤形態、埴輪の検討から 5枇紀中葉の年代観を与えている（車崎1976)。この

年代からーl.'t野地域の太田天神山古墳、 ド毛野の笹塚古墳という大首長翠か想起され、この時期に

人四叶ij)]後円墳を形成できるはとの勢力を保持しえた大竹長への成長か窺われる。川西宏幸はーニ角

板鋲留短甲→横矧板鋲留短甲→柱甲の推移から 5I仕紀中策か畿内政椛による軍事動員の広域化か実

現されはじめる時期で、墳斤の人刑化はこの圧力に抵抗するために勢力を結集した結果として捉え
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ている（川西1990)。舟塚山古墳に併行して下総地域の利根川下流域には小見川町＿一三之分目大塚山

古墳（前方後円墳・ 120m) が築造されている。車崎止彦は口之公目大塚lll古墳の円筒埴輪が舟塚

山古墳の円筒埴輪と共通した特徴をもつことを指摘し、また埋葬施設の長持形石棺の石材を筑波山

系に予想している。これらのことから、三之分目大塚山古墳を造営した勢力と舟塚山古墳を造常し

た勢力との従属的な連合を想定している（車崎1987)。

常陸地域において埴輪祭式は、各水系単位の首長によって受容されている。常陸地域は上毛野地

域と同様に、前方後円墳の築造と埴輪祭式の受容が同時に行われている。しかしすべての前方後円

墳に認められるわけではなく、特に大型前方後円墳の首長によって採用され、中型前方後円墳には

導人されていない。また受容の時期は上毛野地域とくらべて後出している。常陸地域への埴輪祭式

の伝播か遅れたことは、その波及が上毛野地域で留まり、下毛野地域に到逹していないことが大い

に関連しているものと思われる。

(3) 南関東地域における埴輪祭式の受容

南関東の東京都・神奈川県・埼玉県地域における出現期古墳の様相は、前方後方墳と前方後方形

周溝墓に特徴か認められる。前方後方墳には近接して詞時期の方墳か存在している例が多く、前方

後方形周溝墓は方形周溝慕からなる墓域内に形成されている。両者には築造企画の共通性が認めら

れるものもあり、また築磁時期も併行している。坂本禾l]俊は前方後方墳と前方後方形周溝墓の違い

を、被葬者の階級差と所属する共同体の社会関係を反映したものと捉えている（坂本1990)。

前方後方墳。前方後方形周溝雌に続いて水系ごとに大型の前方後円墳が築造されている。この時

期の前方後円墳として、多摩川流域の大田区蓬莱lll古墳（推定115m)・亀甲山古墳 (104m)、鶴見

川流域の横浜市観音松古墳 (72m)・川崎市加瀬臼山古墳 (87m)、相模川流域の厚木市地頭山古墳

(72m)・洵老名市瓢箪山古墳（推定72m)。秋葉山古墳群、荒川流域の川 ll市高稲荷古墳 (75m)

などか認められている。蓬莱山古墳の坤葬施設は帖土梱で、 1方製IIL]獣鏡。紡錘車形石製品。硬玉製

勾玉が検出されている。観音松古墳は粘七桐に舶載内行花文鏡・銅鏃・硬玉製勾玉・算盤玉・紡錘

車形石製品、加瀬白山古墳は木炭棚に三角縁四神四獣鏡（椿井大塚山古墳と同位）と小刑内行花文

鏡などが出七している。遠藤秀樹は蓬莱山古墳・観音松古墳。加瀬臼山古墳•世田谷区喜多見 7 号

墳（前）j後方墳 •76m) の副葬品の検討から、多摩川・鶴兄川流域では出現期古墳は大型前力浴後円

墳で、関東地方の他地域と異なり前方後方墳から削方後円墳への交代型ではないとしている。 「ま

た関東地方の前方後方墳からは小型1方製鏡が多く出土することから蓬莱山古墳は墳形が前方後方墳

の可能性」を示唆している（遠藤1989)。坂本和俊はこれらの前方後円墳の出現を玉1-1：産と関連付

けて把裾し、原石を産出する地域の首長をその管理者として鏡の分有。前力移後円墳の築造か認めら

れたものと捉えている（坂本1990)。しかしこれらの前）j後円墳には畿内の古墳祭祀の重要な構成

要索である埴輪祭式は受容されていない。

南閃束地域において受容期の埴輪祭式が認、められているのは、相模JII流域の伊勢原市小令塚古墳

（円墳 •48m) と多摩川流域の大田区西岡32号墳（円墳 •30m) てある。小金塚古墳では円筒植輪

噂通円筒埴輪•朝顔形埴輪）と形象埴輪が検出されている。外面調格は多岐にわたり、 サ＜調整

のみのタテハケ• A種ヨコハケ（；；t14）、 一次調東冬のタテハケ• A秤ヨコハケが存介し、同伽I体
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第10図 古屯山古墳 (1/10)

I;;]においても段によって使い分けられている。半円形・ニ角形などのスカシ孔を突幣間に 2孔穿孔

し、貼付突帯には投錨技法が認められる

隣接する西岡31号墳と同一古墳となる前Ji後円墳の可能性か指摘されている

（望月。立木1983、遠藤1983、久保1985)。西岡32号墳は

（今井1984)。検出さ

れている許通円筒埴輪はスカシ孔か円形て、突帯の突出度か強い。外面調整は二次調整を欠き、器

面には黒斑が認められている （大川区立郷土博物館1988、清水1986)。埴輪の特徴から、小金塚占

墳か川西編年II期、西岡32号墳か川西編年II~III期に比定されるものてあろう。

小令塚古墳の周辺には大匹'1前方後円墳の地頭山古墳・瓢蹴山古墳・秋葉山古墳群なとの大首長雌

が築造され、

者えている

坂本相俊は小金塚古墳かこれらに後続する相模川流域令体に影響力をもった首長薩と

（坂本1990)。また小含塚占墳に後続する古墳にも埴輪祭式は諮められていない。突如

として、小金塚占墳のみに埴輪祭式か受容され、 その祭式は継承されていない。西岡32号墳も周辺
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には蓬莱山古墳・亀甲山古墳が築造されており、ほかに埴輪祭式を受容した古墳は確認されていな

い。遠江・甲府盆地・善光寺平・上毛野・常陸地域においては、いずれも大型前方後円墳＝有力者

長によって導入されているのとくらべて、対象的である。南関東地域においては、円墳を造営した

首長が畿内の古墳祭祀を忠実に、そして独自に受け入れている。西岡32号墳は前方後円墳の可能性

があり、また古墳群中における位濯付けも不明なために明確ではないが、少なくとも小金塚古墳は

前方後円墳を築けるほどの勢力を保持していないものの、古墳祭祀の共通性から畿内政権との密接

な関係が推定される。このことから古墳祭祀を異にしている周辺の前方後円墳の大首長を牽制する

役目を担った首長とすることができるかもしれない。また突如として埴輪祭式をもつ古墳か出現し

ていることから、畿内政権によって派遣された首長と考えることも不可能てはないであろう。さら

に小金塚古墳の朝顔形埴輪と兵庫県神戸市白水薬師山古墳例との形態か近似していることから、畿

内外緑部の首長と関連のあった首長の可能性もある。いすれにしても、前方後円墳の大首長とは系

譜の異なる首長として捉えることができよう。

小金塚古墳の後、埴輪祭式が採用されているのは帆立貝形前方後円墳の柑田谷区野毛大塚古墳と

東松山市雷電山占墳である。両者とも川西編年III期に比定されるものである。野毛大塚古墳は外面

二次調整にB種ヨコハケか施され、畿内的な埴輪として捉えることができよう。一方、雷電山古墳

は裾広がりの器形や倒立成形技法、外面調整にハケが認められないなど、畿内からの一連の系譜に

ある埴輪とはできない。佐藤好司は裾広がりの器形を山陰型特殊器台形上器の直接的な影轡とせす

に、下郷天神塚古墳例との関連で捉える必要性を示唆している。またハケが施されすに、ケズリの

後ナデによって仕上げられている外面調整について、これを土師器に近い製作技法として捉えてい

る。雷電山古墳の埴輪製作に土師器工人の関与を推定し、専業的な埴輪製作者集団が編成されてい

ない単発的な製作を推定している（佐藤1986)。若松良ーは北武蔵最古の埴輪を囲繰しながら帆立

貝形前方後円墳という墳形を呈していることから、被葬者と畿内（河内）政権との強い結び付きを

想定している（若松他1987)。雷電山古墳に直接繋る首長墓や埴輪の製作技法を継承している例が

認められていないことから、その特殊性を窺うことができる。佐藤か指摘しているようにその監形

を直接山陰型特殊器台形土器の系讀、また畿内からの系譜としても捉えることはできず、前代に関

東地方で受容されたものが変容して、波及されたものといえよう。恐らくは、下郷天神塚古墳・小

曽根浅間山古墳で山陰烈特殊器台形士器の系譜にある円筒埴輪が確認されていることから、上毛野

地域の影響を推定することができる。

5.関東地方における埴輪祭式の波及

関東地方およびその周辺地域における埴輪祭式の受容と古墳の出現には時間的に差異が存在して

いる。この地域における出現期の古墳の多くは前方後方墳であり、前方後円墳の出現は一段階後出

している。そして南関東地方を除いて、前方後円墳の築造に伴って、埴輪祭式か受容されている。

埴輪祭式の受容は遠江・甲府盆地・善光寺平・上毛野・南関東地域とも川西編年の I期。 II期の過

渡期から II期の 4槻紀後葉頃に期を一にして行われている。一方、常陸地域においてはこの時期に

前方後方墳が出現し、 5世紀初頭前後に埴輪祭式が受容されている。
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関東地方およびその周辺地域における出現期古墳の分布から、古墳の伝播ルートを復元すること

かてきる。出現期古墳の多くは河川流域に立地し、その伝播には河川交通か大いに活用されたこと

が想定される。従来から関東地方への古墳の伝播経路として、尾張一駿遠ー甲斐ー相模・南武蔵一

常総という東海道ルートと、美濃ー信濃 毛野という東山道ルートが着目され、神奈川県・東京都・

千葉県・茨城県・栃木県那須地域には東海道ルート、群馬県・栃木県。埼玉県には東山直ルートを

経て伝播してきたことが想定されている（甘粕。久保1966)。しかし出現期古墳の分布状況は、そ

の伝播経路が複雑であったことを窺わせる。大局的にみるならは、東海道ルート・東山逍ルートは

想定されるものの、それに加えて畿内一琵琶湖一日本海沿岸（北陸地方）一信濃一毛野という日本海

ルートも考える必要かある。これは古墳出現の直前に関東地方に認められている非在地系土器のな

かに北陸系の上器が合まれていることからも容認されるものである。従来の見解では、東海直ルー

ト・東山道ルートともに畿内から東海地方西部に至り、ここから海伝いに進んでいくのか東海道ル

ート、芙濃ー信濃と山間部へ進むのが東山逍ルートとして把捏されている。しかし出現期占墳の分

布状況からはこのように単純なルートとして捉えることができす、東海道ルート・東山直ルートと

もにいく筋にも樹枝状に拡散しなから東国へと進んでいったものといえよう。

ます東海道ルートは東海地方から海伝いに東進し、遠江地域に至る。この遠江地域では北岡大塚

古墳や小銚子塚古墳が形成されている。この地域で 2つに別れて、 1つは海伝いにさらに東進し、

もう一方は天竜川を遡上して信濃地域に向かうもので、東山道ルートに繋るバイパス的なコースと

いえよう。信濃地域では松本平に弘法山古墳が築かれている。東進したコースは富士川に至り、こ

こでも富士）1|を遡上するコースと東進するコースに別れる。富士川を遡上するコースは甲府盆地に

到達する。甲府盆地に至るコースは 3つのコースか想定されている。 1つは富士川河日より富士山

の西麓を直進し、本栖湖・精進湖を経て御坂山塊を越え右左日に出るコースで、中道銚子塚古墳か

存在する東山古墳群を甲府盆地の入り日とする最短コースである。 2つめは富l：川を遡上するコー

スで、赤鳥元年鏡を出土したご珠町鳥居原狐塚古墳（円墳・ 18m)の位置を重視した説で、河川交

通の利用、笛吹川の上流域を経て関東へ至るルートの存在などから注目される。 3つめは天竜川を

遡上し伊那谷・諏訪湖から甲府盆地に至るコースも想定されている（小林1986)。河川交通の利用

を考えるならば、富士川を遡卜するコースが最も有効であるように息われる。富上川の河口には浅

間神社古墳（前｝j後方墳・ 103m)が築造されている。東進するコースは南関東地域に至り、相模川

下流域に平塚市真土大塚山占墳（前力後方墳？ •43m) を形成し、相模川を遡＿［して流域に出現期

古墳を造堂させ、一方ではさらに東進して東京湾に至る。東点湾岸を北tし、多摩川・荒川を遡t

して内陸部へと進み、また三浦半島から対岸の房総半島にわたり、東京湾岸を北I::.して常陸地域に

到逹する。このように東海道ルートは大河川の河口付近で枝別れしながら東進してきたものと想定

される。またこれらの大河川の流域には出現期古墳か形成され、その首長によって河川交通が掌握

されていたものと考えられる。さらに、河川交通を利用して古墳が伝播していることから、畿内政

権にとっても河川交通が重要視されていたことが窺われる。

次に東山道ルートであるが従来から想定されている芙濃地域から信濃地域に入るコースのはかに

前掲の遠江から天竜川を遡上して諏訪湖に至るコースが想定され、河川交通を利用することで比較

- 90 -



第 2表 関東地方および周辺地域における受容期の埴輪

円筒系 スカシ孔 突帯誓 外面調幣 編年

配列 形 状
面形 形

壺器普朝鰭 ナタ AB 都 } | | 
備

象
古墳名 墳形 規模 通 付 千多 2 巴方三半円そ M台三 テ種種 出 内

台 顔 埴 考
円 円 鳥 角円 の 仁子— 角 Iヽ ヨヨ 組 編

輪
形形筒形筒 状孔孔 形形形形形他 形形形 デケココ 年 年

甲斐銚子塚 前方後1廿 169 0000 

゜
000 

゜
00 2 △ B・C I ・ II 木製品

丸山塚 円 72 000 

゜
000 

゜
2 △ 蓋 C II 

岡銚子塚 前方後円 84 00 △ 00△ 00 2 △ C II 

松林山 前方後円 116.4 00 

゜
△ 

゜゚
2 1 C II 

森将軍塚 前方後円 98 0000 00 △ 

゜
0 2△ 巽形 B I ・II 擬日緑

川柳将軍塚陪家 円

゜ ゜゜
2 II 擬日緑

倉賀野浅間山 前方後円 171. 5 

゜゚ ゜゚
C II 

庚申塚 円 45 II・lll 

大鶴巻 前方後円 123 

゜゚
2 0 II 

下佐野大山 円 60 △0 

゜
2 0 II 

下佐野茶臼山 帆立 60 II・ITI 

ド郷天神塚 前方後円 80 00 

゜゜
O△△0 

゜
2 B・C II 山陰型

芝根7号墳 前方後円 50 宮山・都月

゜ ゜ ゜
2 Al 

箱石浅間山 不整形 33X30 00 2 楯 B I ・II 
----------------

--------・― ----―▼― 
------------------------------------------------ ----—→“一 ---』．．- -----------------

太田八幡山 削方後円 84 

゜゚ ゜ ゜
2 I 

朝千塚 前方後円 123 0000 000 00 2 0 家楯 C I ・II 定形化

別所荼臼山 前方後円 168 

゜
00△0 

゜
2 △ II・Ill 

小曽根浅間山 前方後円 58 

゜゚
O△△ 

゜
2 B・C I ・ Ill 山陰型

梵天山 前方後円 151 △ 

星神社 II 

鏡 塚 前方後円 105. 5 

゜ ゜ ゜
2 家楯 B II 

諏訪神社古墳群 植輪棺

゜゚ ゜゚
2 

長辺寺山 前方後円 120 

゜ ゜
2 II 擬日緑

舟塚山 前方後円 182 00 

゜゚ ゜
000 

゜
II・!Il 

上出島 2号墳 前方後円 56 △ 規格品

芦間山 前方後円 120 △ 

三之分目大塚山 前方後円 120 

゜
2 II・lll 

西岡32号墳 円 30 

゜ ゜ ゜゜
1 0 II・III 

小金塚 円 48 00 

゜
00△ 00 1 • 2 1 • 2 C II 

雷電山 帆立貝形 86 000 00 △ 0000 00 

゜
△ III古 倒立
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／
 

l倉賀野浅間山古墳 19雷電山古墳

2下郷天神塚古墳 20高稲荷古墳

3前橋八幡山古墳 21蓮莱山古墳

4前橋天神山古墳 22亀甲山古墳

5芝根 7号墳 23野毛大塚古墳

6別所茶臼山古墳 24喜多見 7号墳

7太田八幡山古墳 25稲荷前16号墳

8朝子塚古墳 26観音松古墳

9藤本観音山古墳 27加瀬白山古墳

10小曽根浅間山古墳 28秋葉山古墳群

11梵天山古墳

12鏡塚古墳

釦埴転をもつが1カ後l'I墳
13長辺寺山古墳

..j直輪をもつfll墳 14芦 間 山
O埴翰をもたない削方後1り培

口Ii砂後方墳
15舟塚山古墳

叫 ’I J~ ]6王塚古墳

29縣窟山古墳

30地頭山古墳

31小金塚古墳

32真上大塚山古墳

33新皇塚古墳

34手古塚古墳

17上出島 2号墳 35油殿古墳

18二．之分目大塚山古墳 36能満寺古墳

第11図 関東地方における主要前期古墳分布図

的容易に到逹することができよう。また信濃地域に至るルートとして日本海沿岸を経由して北陸地

方から千曲川を遡＿卜-するコースも想定され、甘粕健は善光寺平の前方後方墳が北陸地方の影響下に

成立したものと捉えている（甘粕1986)。信濃地域からは碓水峠を越えて上毛野地域に至り、ここ

でも 2つのコースに別れて、一方は南下して埼玉県の北部へと進み、もう一方は平野部を東進して

F毛野地域・那須地域を経由して常陸地域に到逹したものと考えられる。

本稿においては、関東地方および周辺地域の古墳出現期を埴輪祭式の受容と前方後円墳の出現以

前の段階として捉えている。この段階の首長墓としては前方後方墳を主体に築造され、これに続い

て、埴輪祭式を受容している前方後円墳か首長墓として造営されている。前方後方墳と前方後円墳

は首長墓の系列としては連続している可能性が高い。前方後円墳から検出されている埴輪の特徴は

川西編年 I期からII期への過渡期のものであり、埴輪祭式の受容は早くとも 4机紀後葉を遡らない

年代を与えることができる。とするならは、連続する前代の首長墓である前方後方墳の年代は、 1 

世代を20-30年と仮定して、 4桃紀中葉に求められよう （註15)。このことから関東地方および周

辺地域への古墳の波及は西から東へ順次進められたものではなく、比較的短期間に、 一気に行われ

たものといえる。白石太—＾郎は「占備などと結んで北部九少卜I勢力の制圧・統制に成功し、朝鮮半島

の鉄資源の輸入ルートを確保したヤマトを中心に形成された政治連合に加わることによって、鉄資

源や鉄器の安定した入手が俣証されるという大きなメリソトかあったために」、「畿内以東の広大な

地域の首長たちが、きそって初期ヤマト政権に加わった」ものとしている（白石1986)。

古墳出現期における古墳の伝播経路は東海道ルート・東山道ルートを主体として、河川交通を大

92 



1松林山 14太田八幡山

2寺谷銚子塚 16朝子塚

3庚申塚 17小曽根浅間山

4小平沢 18雷電山

5中道銚子塚 19上出島 2号

6丸山塚 20芦間山

7大丸山 21長辺寺山

8八代銚子塚 22梵天山

9新井原 2号 23鏡 塚

10弘法山 24舟塚山

11川柳将軍塚 25王 塚

12森将軍塚 26三之分目大塚山

ぃ埴印i桧方後を円も墳っ 13中曽根親王塚 27西岡32号

〇削力後円項
14倉賀野浅間山 28小金塚

□ 11ij方後方頃

△ Pl 培

第12図 関東地方およぴ周辺地域の主要前期古墳分布図

いに活用して樹枝状に分岐しながら東進している。特に東海道ルートにおいては海岸沿いに古墳が

築造されていることから、海上交通も考える必要があろう。では埴輪祭式の波及はどのような経路

をたどったのであろうか。関東地方および周辺地域のなかで受容期の埴輪祭式が認められているの

は、遠江地域・甲府盆地。信濃善光寺平・上毛野地域である。 1段階遅れて常陸地域でも受容され

ている。これらの地域で埴輪祭式を受容している古墳はすべて前方後円墳であり、南関東地域の円

墳は特異な存在といえる。これらのことから、埴輪祭式の波及は遠江地域から天竜川を遡上して信

濃地域に到逹するコースと、さらに東進して富士川を遡上し、甲府盆地を経由して倍濃地域に到達

したコースが考えられる。現状の分布からは、どちらかのコースを選択することはたいへん困難であ

る。将来的に天竜川の中流域や富士川流域、また甲府盆地と諏訪湖を結ぶ釜無川流域に受容期の埴

輪が検出されることによって、明確になるものといえよう。しかしいずれにしても出現期古墳の伝

播によって既に開発されていたコースであり、あえて 1つのコースに絞る必要もないと思われる。

信濃地域からは碓氷峠を越えて上毛野地域へと東進していったのであろう。ここで問題となるのが

畿内的な埴輪の系譜として捉えられない、善光寺平の森将軍塚古墳の存在である。森将軍塚古墳の

円筒埴輪の形態は山陰型特殊器台形土器に系譜を辿れるものである。信濃地域に到達した埴輪祭式

の波及コースは松本平・イ左久平を単に経由したのみで碓氷峠に逹した可能性が高いのではないだろ

うか。もちろん佐久平から善光寺に向かうコースをを否定するものではないが、畿内的な埴輪の製

作技法は伝わらずに、地輪祭式の作法のみが伝わった可能性がある。ここで北陸地方経由で波及し

てきていた山陰型特殊器台形t監の形態と融合し、さらに在地の土地製作者に作られたかために森

将軍塚占墳に示されている独特な形態・製作技法の円筒埴輪か出現したものと想像される。

上毛野地域に到達した埴輪祭式は南西部・南東部地域それぞれに定着し、この段階では下毛野・
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常陸地域には波及していない。上毛野では南西部・南東部地域ともに大型前方後方墳か築造されて

いることから、古墳出現期の段階に地域を代表する大首長が出現している。埴輪祭式を受容したの

はこの系列とは異なる前方後円墳に採用され、このなかから大首長が拾頭している。その背後には

畿内政権による政治的な影響を想定することができる。古墳出現期にあまりにも強大に成長してし

まった南西部地域の前方後方墳大首長の権威を剥奪し、埴輪祭式を受容している首長に権威を継承

させたものといえよう。そしてその首長には大型の前方後円墳の築造を認めて、埴輪祭式という畿

内と共通の古墳祭祀を執り行わせていったのであろう。畿内政権の干渉によって大首長権か前橋天

神山古墳から倉賀野浅間山古墳か大鶴巻古墳に継承されたのであろう。南東部地域では藤本観音山

古墳の大首長権の継承を太田八幡山古墳と本矢場薬師塚古墳とで争い、太田八幡山古墳か奪取に成

功し、これに続く朝子塚古墳が大首長権を継承したのであろう。埴輪祭式の受容、前方後円墳の築

造は畿内政権との関連の深さを物語るものであろう。畿内政権の干渉や大首長権の争奪は考古学的

に証明することは困難で、空想として扱われるかもしれない。少なくとも上毛野地域における埴輪

祭式の受容に、畿内政権の東国政策が大いに関連していることだけは推定されよう。

関東地方および周辺地域における埴輪祭式の受容は川西編年 I期． II期の過渡期から II期に比定

される 4棋紀後葉頃に、比較的短期間に上毛野地域へと波及している。しかし常陸地域における埴

輪祭式の受容は副葬品の検討から 5世紀初頭前後に位置付けられるものである。上毛野地域に埴輪

祭式の波及が留まったために、常陸地域への到逹が遅れたものと考えられる。その波及経路は下毛

野地域と房総半島にこの時期の埴輪祭式がみられないことから、上毛野地域から利根川沿いに下毛

野地域を迂回しながら東進するコースが推定される。利根川からは霞ヶ浦・桜川・恋瀬J11を遡上す

る経路と、利根川河日から海上交通か陸上交通によって北上して那珂川・久慈川へ到達した経路か

考えられる。川西編年では外面調整のB種ヨコハケもしくはA種ヨコハケをこの時期の円筒埴輪の

特徴であるのにたいして、常陸地域では二次調整のタテハケが施されている。この現象を、川西宏

幸は古い特徴の残存として捉えている（川西1988)。しかし埴輪の特徴からは畿内の直接的な影響

のもとに成立したものとはいえず、おそらくは上毛野地域から二次的に波及してきたものであろう。

そのために古い特徴である外面二次調整タテハケが施されているものであろう。ここで注目される

のは上毛野地域の朝子塚古墳に続く大首長墓の太田市別所（宝泉）茶臼山古墳（前方後円墳・ 168

m) である。築造年代は常陸地域の埴輪祭式受容期とほぼ併行し、検出されている円筒埴輪の外面

調整には二次B種ヨコハケと二次タテハケが施され、その割合はB種ヨコハケが5％にたいして、

タテハケが95％を占めている。このことから常陸地域の受容期の埴輪が、上毛野地域のなかでも地

理的に近い南東部の影響を強く受けているものといえよう。

南関東地域においては円墳の小金塚古墳によって埴輪祭式が受容されているが、同時期の大首長

墓である前方後円墳には採用されていない。小金塚古墳が円墳であることから例外的に捉えるなら

ば、埴輪祭式が東海道ルートによって波及しなかった可能性が高い。駿河地域において、遠江地域

の松林山古墳とほぼ併行する静岡市柚木山神古墳（前方後円墳・ 110m) でも、やはり埴輪祭式が

受容されていないことからも推測される。

以上のことから、埴輪祭式の伝播は甚本的には東山道ルートによって東進して上毛野地域に到達
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し、ここから二次的に常陸地域。北武蔵地域へと波及した経路が推定される。埴輪祭式が畿内政権

との関連によって受容されるものであれば、東山道ルート地域と東海道ルート地域において関連の

什方が相違していたことが推測される。この相違は畿内政権による東国政策の違いによるもので、

それぞれ関連していた畿内政権内の首長が異なっていた可能性がある。少なくとも、畿内政権の複

雑な構造か想定される。一般に畿内政権は大王を項点とする単純な構造ではなく、有力首長による

連合体と捉えられている。さらに筆者は畿内政権を、構成する有力首長のそれぞれの勢力が結集さ

れた強大な勢力を保持していた連合体をイメージしている。畿内政権の強大な勢力を後盾にして、

構成する有力首長が独自に、もしくは連携して東国政策に携わり、その結果、関東地方および周辺

地域の埴輪祭式の受容に大きな影響を与えているものといえよう。また畿内地方においても埴輪の

地域性か認められている（註16)。今後、畿内地方の埴輪の分類と、関東地方の各古墳の分析が進

んでいくにつれて、古墳時代前期における畿内政権の複雑な構造と関東地方との関係を明らかにす

ることができよう。

本稿を草するにあたり、多くの方々にお世話になった。記して感謝の意を表わしたい。

京都大学文学部助手 菱田哲郎、静岡県磐田市埋蔵文化財センター、長野県更埴市教育委員会、

長野県長野市立博物館、山梨県埋蔵文化財センター、山梨県八代郡八代町教育委員会

なお、本稿は平成元年度 財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団研究助成の成果である。

(1991.3.20． り見布裔）

註 1 埴輪祭式か古墳祭祀のなかの一要索であることから、 「祭式」という用語を用いた。

吐 2 川西宏幸は朝顔形埴輪を含めて円筒埴輪と呼んだ場合、円筒形埴輪という名称を使うのはまぎらわしく、混乱

を避けるため「筒形埴輪」と称している。

註 3 古川登は墳丘や埋葬施設を囲饒＝多鼠配列させ、特定の限られた場所の上で作られていないものを円筒形埴輪一

埴輪として理解している。一方では埴輪のなかにも供献的に置かれたもののあることを認め（元稲倫古墳例）、

埴輪祭式の成吃段階のために古い要索を残しているという可能性を示している（古川1988）。しかしこれは古川

自身の埴輪の定義とは矛盾するものと息われる。

註 4 調整技法は川西宏幸の「円筒埴輪総論」にしたがう （）1|西1978)。

註 5 川西宏幸は畿内各地域における大型古墳の消長から 2つの画期を見出し、円筒埴輪編年の 0~II期を古墳時代

前期としている。この時期の畿内に政治卜/の結合体が存在したことを想定して、これを前期畿内政権として把握

している（川西］981)。

許 6 他に畿内地域では奈良県四条古墳・小墓古墳、東海地方では愛知県能田旭古墳（森1989) で確認されている。

註 7 静岡県磐田市埋蔵文化財センターのご女［意により、実見させていただいた。

討 8 小型埋葬施設の基数は山根洋子「更埴市森将軍塚古墳の埴輪について」による (1985)。

吐9 突帯数・段数はFから数える。

叶10 擬日縁型は各段ごとに成形し、端部は口縁部状に強く外反させる。その各々を接合して埴蛉を成形するもので、

口緑部状に強く外反させた部分か突帯となる。枯十紐組合型も各段ごとに成形し、接合時に枯土紐を挟み込んで

突帯にする。

註11 古代律令制の「国」と合致するものではなく、ある一定の範囲をもった地域として捉えている。

叶12 飯塚卓二は古墳出現期から 5世紀中葉煩まての首長の系列を南西部地域では前橋八幡山古墳→前橋天神山古墳→

大鶴巻占墳→倉賀野浅間111古墳→臼石稲術山占墳、南東部地域ては藤本観音山古墳→朝子塚古墳→別所茶臼山古

墳→人田尺神山古墳と推＇足している。
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註13 川西宏幸は土製品として捉えている（川西1988)。

註14 若松良ーは「小金塚占墳の査料は斜ハケ・タテハケ調整かじ流てあり、横位に近いものも 1次調整てある場合

か多いことから、川西氏のいう A種ヨコハケとは認めかたい」ものと批判している（杓松他1987)。しかし確認さ

れているナナメハケとは明らかに傾斜角度か晃なり、水平方向を意識して施されている。また 1次調整てあるこ

とから川西のいう A種ヨコハケとは品められないとするならは、賛同できない。川西は「断続的なヨコハケ」を

A種ヨコハケと規定し、 2次調整に特定していない。 「断続的なヨコハケ」と表現したほうが良いのかもしれな

いか、混同を避けるためにも「A種ヨコハケ」という表現か妥当と考・ぇている。

註15 高橋一夫は東国の前方後方墳•前方後方形低墳斤墓から出上している土器を 4 期に編年し、第 III期を布留段階

とした。布留期の始まりを西暦300年前後と捉えて、削方後方墳は 3世紀未には出現し、 4棋紀中頃以降は消滅す

るものとしている。

註16 京都大学文学部助手 菱田哲郎氏の御教示による。
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